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Ｈ２１共同溝附帯設備（保土ヶ谷・瀬谷）設置工事において、
｢見積りを活用する積算方式｣「難工事指定」を試行します
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昨今、工事発注において予定価格超過や入札参加者がいない理由により、入札のとりや
めや不調となる工事が多発しています。

この理由の一つとして、標準的な積算と当該現場の見積り（実勢価格）に乖離が生じて

いる場合が考えられることから、不調不落対策として『見積りを活用する積算方式』を試
行しています。

今回､横浜国道事務所では、「Ｈ２１共同溝附帯設備（保土ヶ谷・瀬谷）設置工事」の発
注手続において『見積りを活用する積算方式』と『難工事指定』を試行します。

本工事は、共同溝内での施工が主になるため、閉鎖区間で作業スペースが制約されるな
ど作業効率が低下する事が懸念されます。

このため、入札参加者から見積りの提出を求め、その価格の妥当性を検証の上、予定価
格に反映するものです。

見積りを求める工種は、上記の現場条件や同種同規模工事における過去の実績を踏まえ
選定しています。

また、通常の工事と比較して施工条件が厳しく作業効率が悪い工事を一定以上の工事成
績で完成させた場合に「難工事施工実績評価対象工事（試行）」において、総合評価項目
に「難工事施工実績あり」として加点対象とする「難工事指定」の試行対象工事としまし
た。
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《見積りを活用する積算方式の工事概要》

（１）工 事 名 ：Ｈ２１共同溝附帯設備（保土ヶ谷・瀬谷）設置工事

（２）工事場所 ： 神奈川県横浜市保土ヶ谷区東川島町地先

（３）工 期 ：契約の翌日から平成２２年２月２６日まで

（４）入札方式 ：一般競争入札 総合評価落札方式（簡易型）

（５）工事種別 ：電気設備工事（C等級）

（６）工事内容（概要）：○共同溝附帯設備（機器製作） １式
○引込設備（各種）設置 ３面
○共同溝照明器具設置 ２６台
○防災ポンプ設備設置 １台
○共同溝標識設備設置 １５枚
○コンセント設備設置 ３個
○配線器具設置工 １式
○配管・配線工 １式

（７）見積りの提出を求める工種
・直接工事費のうち配線器具設置工

（８）見積の提出を求める理由

本工事は、国道１６号の保土ヶ谷区東川島町地先において保土ヶ谷・瀬谷共同溝

附帯設備（照明設備及びポンプ設備等）の整備を実施するものである。

当該施工箇所は、片側１車線で約２５，０００台／日の交通量がある。共同溝内

の施工にあたっては、閉鎖空間で作業スペースが制約されるなど、作業効率の低下

に伴い標準的な積算と実勢価格に乖離が生じることが考えられるため「見積りを活

用する積算方式」を試行するものである。

（９）総合評価
・標準点：１００点 最低限の要求条件
・加算点： １０点 企業の技術力・信頼性社会性の評価項目毎に評価した

「評価点の合計値」が最も高い者を１０点とし、他の者
は「評価点の合計値」に応じ案分して加算点を与えます。

ただし、施工計画に係わる評価は、施工体制評価点の
審査により減ずる場合がある。

（10）スケジュール

○入札公告：平成２１年 ８月２１日
○入 札 日：平成２１年 ９月２５日


